
1

川鉄情報システム株式会社

2002年3月期 決算説明会

2002年5月16日



2

目次

Ⅰ．2002年3月期決算概況

Ⅱ．2003年3月期業績見通し

Ⅲ．今後の事業方針



3

Ⅰ．2002年3月期
決算概況



4

2002年3月期の業績（対前期）
単位：百万円

率金額

23.9%2,14011,1118,971EPS（円/株）
33.6%219872653当期純利益

ｰｰ(5.3%)（4.7%）（経常利益率）
23.6%3081,6141,306経常利益

ｰｰ(5.4%)（5.2%）（営業利益率）
14.2%2051,6551,450営業利益

ｰｰ(16.6%)(16.6%）（売上総利益率）
9.5%4435,0874,644売上総利益
9.6%2,69130,69828,007売上高

増減2002年
３月期

2001年
３月期
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2002年3月期の業績（対計画）
単位：百万円

実績計画 率金額

1.5%16011,11110,951EPS（円/株）
1.5%12872860当期純利益

ｰｰ(5.3%)（5.1%）（経常利益率）
2.9%441,6141,570経常利益

ｰｰ(5.4%)（5.2%）（営業利益率）
2.9%461,6551,609営業利益

ｰｰ(16.6%)（17.3%）（売上総利益率）
△3.9%△2095,0875,296売上総利益
0.1%2830,69830,670売上高

増減2002年3月期
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売上高増減の要因

前期比増減 ： +2,691百万円、+9.6％

・EC/EDI、CRM、電子帳票ｼｽﾃﾑなどﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾍﾞｰ
ｽ・ｿﾘｭｰｼｮﾝ事業の増（+1,099百万円、+21.6%）

・製造向け、ﾒﾃﾞｨｶﾙ、Webｱﾌﾟﾘなど川鉄以外のﾋﾞ
ｼﾞﾈｽｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ･ｼｽﾃﾑ事業の増

(+1,595百万円、+14.3%)

・川鉄向けＳＩ（ﾋﾞｼﾞﾈｽｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ･ｼｽﾃﾑ事業）は
横這い（△4百万円、△0.0%)
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売上総利益増の要因

前期比増減 : +443百万円、+9.5％

・ EC/EDI、電子帳票ｼｽﾃﾑなどﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾍﾞｰｽ･ｿ
ﾘｭｰｼｮﾝ事業の売上総利益率が好転

（18.8％→22.9％、+464百万円）
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販売費・一般管理費の増減

前期比増減 : +237百万円、+7.4%

・販売費（+74百万円）

・新入社員教育期間労務費（+188百万円）

等
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営業外利益、特別損益の増減

１．営業外利益の増減

前期比増減 : +102百万円

・上場関係費用減（+33百万円）
・支払い利息減（+25百万円） 等

２．特別損益の増減
前期比増減 : +100百万円

・ｺﾞﾙﾌ会員権評価損減（+102百万円） 等
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事業別売上内訳
単位：百万円

率金額

9.6%2,69130,69828,007全社計

21.6%1,0996,1945,095ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾍﾞｰｽ･
ｿﾘｭｰｼｮﾝ事業計

14.3%1,59512,77311,178うち川鉄以外

△0.0%△411,73011,734うち川鉄向け

6.9%1,59124,50322,912ﾋﾞｼﾞﾈｽｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ･
ｼｽﾃﾑ事業計

増減2002年
３月期

2001年
３月期
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事業別売上総利益内訳
単位：百万円

9.5%4435,0874,644全社計

率金額

ｰｰ（16.6%）（16.6%）（売上総利益率）

ｰｰ(22.9%)（18.8%）（売上総利益率）

48.5%4641,420956ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾍﾞｰｽ･

ｿﾘｭｰｼｮﾝ事業計

ｰｰ(15.0%)（16.1%）（売上総利益率）

△0.6%△223,6663,688ﾋﾞｼﾞﾈｽｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ･
ｼｽﾃﾑ事業計

増減2002年
３月期

2001年
３月期
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その他経営指標

率金額

23.9%0.231.200.97経常利益／人

9.9%2.022.820.8売上高／人

△0.2%△31,3441,347従業員数（人）

--14.0%12.8%ＲＯＥ

--42.5%44.5%株主資本比率

12.4%1,66615,14813,482総資本

7.4%4436,4425,999株主資本

△46.7%△7889001,688有利子負債

増減2002年
３月期

2001年
３月期

単位：百万円
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売上高の推移
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販売先業種構成

41% 21% 17% 11%

3%

7%

45% 19% 18% 8%

2%

8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

02/3期

01/3期

川鉄向け

川鉄以外の
製造・物流 金融 サービス 通信

その他
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Ⅱ．2003年3月期
業績見通し
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2003年3月期業績予想（単体）

率金額

14.3%1,58412,69511,111EPS（円/株）

14.3%125997872当期純利益
ｰｰ5.6%5.3%（経常利益率）

11.7%1901,8041,614経常利益
10.1%1671,8221,655営業利益

ｰｰ17.3%16.6%（売上総利益率）
10.1%5165,6035,087売上総利益
5.4%1,67032,36830,698売上高

増減2003年
３月期

2002年
３月期

単位：百万円
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2003年3月期事業別売上内訳（単体）

単位：百万円

率金額

5.4%1,67032,36830,698全社計

20.6%1,2787,4726,194ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾍﾞｰｽ･
ｿﾘｭｰｼｮﾝ事業計

0.3%3612,80912,773うち川鉄以外

3.0%35712,08711,730うち川鉄向け

1.6%39324,89624,503ﾋﾞｼﾞﾈｽｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ･
ｼｽﾃﾑ事業計

増減2003年
３月期

2002年
３月期
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2003年3月期事業別売上総利益内訳（単体）
単位:百万円

10.1

%

5165,6035,087全社計

率金額

ｰｰ(17.3%)（16.6%）（売上総利益率）

ｰｰ(23.5%)(22.9%)（売上総利益率）

23.4

%

3321,7521,420ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾍﾞｰｽ･

ｿﾘｭｰｼｮﾝ事業計

ｰｰ(15.5%)(15.0%)（売上総利益率）

5.0%1853,8513,666ﾋﾞｼﾞﾈｽｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ･

ｼｽﾃﾑ事業計

増減2003年
３月期

2002年
３月期
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2003年3月期経営指標（単体）

率金額

10.3%0.121.321.20経常利益／人

4.0%0.923.722.8売上高／人

1.3%181,3621,344従業員数（人）

ｰｰ14.6%14.0%ＲＯＥ

ｰｰ44.9%42.5%株主資本比率

6.3%96116,10915,148総資本

12.3%7927,2346,442株主資本

△40.0%△360540900有利子負債

増減2003年
３月期

2002年
３月期

単位:百万円
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川商ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ・ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ株式会社
（KIT）の連結子会社化

事業継承概要：2002年4月1日に当社が67.5%を取得
（FA機器販売関連事業以外の事業を継承）

・業績：売上高66億円、経常利益1.8億円（03/3見込）
・社員数：233名（2002年4月1日現在）
・取得価格：432百万円(16万円/株×2700株)
・事業：情報ｼｽﾃﾑの開発/保守(20億円)

情報通信機器の販売/保守(46億円)
・株主構成：当社67.5%、川鉄商事32.5%
・統合による効果：

商社・流通向けのﾉｳﾊｳ取得
ｵﾌｺﾝ・中小向けへの展開
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KIT 2003年3月期損益見込み

単位：百万円

0.78経常利益／人64当期純利益

28.8売上高／人2.7%（経常利益率）

229従業員数（人）180経常利益

21.9%（株主資本比率）182営業利益

2,283総資本17.1%（売上総利益率）

499株主資本1,130売上総利益

210有利子負債6,612売上高
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2003年3月期業績予想（連結）

連単
倍率

1.0117912,87412,695EPS（円/株）

1.01141,011997当期純利益
ｰｰ5.2%5.6%（経常利益率）

1.081451,9491,804経常利益
1.081471,9691,822営業利益

ｰｰ18.0%17.3%（売上総利益率）
1.201,1196,7225,603売上総利益
1.154,88437,25132,368売上高

差異連結単体

単位：百万円
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2003年3月期事業別売上内訳（連結）

単位：百万円

連単
倍率

1.154,88337,25132,368全社計

1.0007,4727,472ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾍﾞｰｽ･
ｿﾘｭｰｼｮﾝ事業計

1.374,75217,56112,809うち川鉄以外

1.0228112,36812,087うち川鉄向け

1.205,03329,92924,896ﾋﾞｼﾞﾈｽｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ･
ｼｽﾃﾑ事業計

差異連結単体
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2003年3月期事業別売上総利益内訳（連結）
単位:百万円

連単
倍率

1.201,1196,7225,603全社計

ｰｰ(18.0%)(17.3%)（売上総利益率）

ｰｰ(23.5%)(23.5%)（売上総利益率）

1.0001,7521,752ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾍﾞｰｽ･

ｿﾘｭｰｼｮﾝ事業計

ｰｰ(17.1%)(15.5%)（売上総利益率）

1.291,1194,9703,851ﾋﾞｼﾞﾈｽｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ･

ｼｽﾃﾑ事業計

差異連結単体
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2003年3月期経営指標（連結）

連単
倍率

0.92△0.101.221.32経常利益／人

0.99△0.323.423.7売上高／人

1.172291,5911,362従業員数（人）

ｰｰ40.7%44.9%株主資本比率

1.111,71817,82716,109総資本

1.00137,2477,234株主資本

1.39210750540有利子負債

差異連結単体

単位:百万円
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Ⅲ.今後の事業方針
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1．事業規模の拡大

→ 部品組立型製造業分野

→ M&A

2．JFEシステム構築の遂行

今後の事業方針
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1-1.製造業の課題とソリューション

ソリューション製造業の課題

・ﾒﾝﾃﾅﾝｽｻｰﾋﾞｽﾚﾍﾞﾙの向上

・短期間での新商品開発

・売れる商品の開発

・ﾘｰﾄﾞﾀｲﾑ短縮

・ｼﾞｬｽﾄｲﾝﾀｲﾑ・ﾃﾞﾘﾊﾞﾘｰ

・在庫削減

・EC/EDI

・Webｱﾌﾟﾘ、Java

・ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ指向技術

・高度計画ｼｽﾃﾑ

・CRM

・部品情報ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ

・企業間・拠点間のﾌﾟﾛｾｽ連携

による全体最適化
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組立メーカー

生産指示
生産指示

部品メーカー自社工場

物流業者 個人ユーザ
企業ユーザ

部品納入

製品納入

製品開発・需要予測

生産状況 部品情報

配送状況

注文（顧客・売筋情報）
納品ステータス

・コストダウン
・短納期

・コストダウン
・短納期
・部品ﾆｰｽﾞ把握

・コストダウン
・短納期

・売筋予測
・顧客管理
・ﾄｰﾀﾙSCM

・ｺﾝﾀｸﾄｾﾝﾀｰｼｽﾃﾑ
「NubMaster」「AVAYA」
・ﾃﾞｰﾀﾏｰﾄ「SAGENT」

③ＣＲＭ

製品配送 出荷指示

当社
ソリューション

1-2.当社の製造業Eﾋﾞｼﾞﾈｽｿﾘｭｰｼｮﾝ

①

①

①③

①③

・「GENTRAN」
・「webMethods」
・「ＢｉｚＴａｌｋ」

②EC/EDI
・基幹ｱﾌﾟﾘ（部品ＤＢ）
・高度計画（配送佐
助）
・Web ・ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ指向

①生産管理ｼｽﾃﾑ

②

②

②

② ③
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1-3.EC/EDI マーケットトレンドと
当社の取り組み

簡単な受発注プロ
セスが対象

バッチ処理

Traditional EDI
調達や販売の対象を
拡大し、コスト削減や
売上拡大が目的

パブリック・マーケット
プレイスはブーム沈
静?

プライベート・マーケッ
トプレイスが今後普及

e-Marketplace

中小企業や取引量
の少ない取引先を
取り込みが目的

インタラクティブな
処理

Web EDI
生産、物流など全ビ
ジネスプロセスが対
象

企業のビジネスプロ
セス同士を同期化し
自動化させる

B2Bi

＜当社の取り組み＞
ECﾒｯｾｰｼﾞﾝｸﾞｻｰﾊﾞ
「GENTRAN:Server」
建設業界向
CI-NET対応EDIﾂｰﾙ
「TradeMail
for CI-NET LiteS」

＜当社の取り組み＞

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ調達ｼｽﾃﾑ
「e-Purchase EIAJ」
Java版企業間
ECｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ･
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

＜当社の取り組み＞

Microsoft社
「BizTalk Server」
WebMethods社
「WebMethods」

1990年代～ 1998年～ 2000年～ 2001年～

＜当社の取り組み＞

ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄ・ﾏｰｹｯﾄﾌﾟ
ﾚｲｽ構築のｺﾝｻﾙﾃｨ
ﾝｸﾞ、ｼｽﾃﾑの導入支
援



31

1-4.次世代EC/EDI（B2Bi）
従来EDI

見積依頼

見積

発注

Ｅ
Ｄ
Ｉ
サ
ー
バ

Ｅ
Ｄ
Ｉ
サ
ー
バ

基
幹
シ
ス
テ
ム

基
幹
シ
ス
テ
ム

疎結合／バッチ処理 疎結合／バッチ処理

発注請

納期回答

次世代B2B

•両者のﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾛｾｽを同期化・自動化
•企業間でﾃﾞｰﾀ交換するﾒｯｾｰｼﾞだけでなく
企業内部でのﾌﾟﾛｾｽも標準化

見積依頼

見積

発注

発注請

納期回答

基
幹
シ
ス
テ
ム

B2Biｻｰﾊﾞ

基
幹
シ
ス
テ
ム

密結合／リアル処理密結合／リアル処理

企業内業務ｼｽﾃﾑを含めた
ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ全体のﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾛ
ｾｽを効率化

B2Biｻｰﾊﾞ
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1-5.当社が提供するCRMｿﾘｭｰｼｮﾝ

【ﾃﾞｰﾀｳｪｱﾊｳｽ】
・Sagent 業務

SCM

基幹系

ERP
【CTI】
・EDGE TeleBusiness
・NubMaster

【ﾌﾟﾚﾃﾞｨｸﾃｨﾌﾞﾀﾞｲﾔﾗｰ】
・SoftDialer
・ネットワークダイヤラー

【ﾏﾙﾁﾁｬﾈﾙ対応】
・CRPalette

【ﾊﾞｯｸｵﾌｨｽ連携】
・AVAYA AEM
・ SIEBEL
……顧客

従業員

企業

DWHVDWH

双方向ｺﾝﾀｸﾄ
顧客情報収集

電話/VoIP

E-Mail

Web

FAX/レター

モバイル

対面

分析
マーケティング

バックオフィス
（本社、支店）

アクセスチャネル

【ﾈｯﾄﾜｰｸ型CTI】
・ICM

フロントオフィス
（ｺｰﾙｾﾝﾀｰ、店舗）
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1-6.事業展開のための布石
１．CRM事業強化のためにｺｰﾙｾﾝﾀｰｼｽﾃﾑ部門と

ﾃﾞｰﾀｳｪｱﾊｳｽ部門を統合（01.7.1）

２．webMethods社、Microｓoft社とBtoB Eﾋﾞｼﾞﾈｽ
事業で提携（01.11.6、01.12.17）

３．配送計画システム「配送佐助」の販売開始
（02.2.7）

４．大手コンピュータメーカーとの連携強化

５．電子帳票事業でｾｺﾑﾈｯﾄ、翼ｼｽﾃﾑと提携

（ 01.12.3、 02.2.21）
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1-7.業種別売上高推移（川鉄以外単
体）
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連結ﾍﾞｰｽ売上高500億円、経常利益30億円

を目指す。

1-8．Ｍ＆Ａによる事業規模の拡大

（注）‘03/3期以降は連結損益見込みを記載
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2-1.川鉄ｰNKKｼｽﾃﾑ統合の
確実な実施 (～2003/4）

余裕を持ったテスト期間の確保により

スムーズなシステム移行を果たす。

＜～2002年12月＞

2社システム連携テストの完了

＜ 2003年1月～3月＞

システム運用習熟期間に充当
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2-2.JFE次世代システム
の早期実現 (2003/4～)

次世代システムの狙い
・統合効果の早期実現
・Ｅビジネス環境の提供

最新ITの適用
・ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾊﾟｯｹｰｼﾞの適用
・企業間も含めたｼｽﾃﾑ連携基盤の採用

(B2BｉやEAIﾂｰﾙ)
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川鉄情報システム株式会社

ご静聴ありがとうございました。

（ご注意）
本資料の将来の業績等に関する見通しは、リスクや不確
定な要因を含んでおります。実際の業績は、さまざまな要因
により、見通しとは異なる結果となりうることをご承知おき願
います。


